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ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室

(

以
下
、
研
究

室
と
略
す)

は
、
平
成
二
七
年

(

二
○
一

五)

四
月
、
県
民
の
郷
土
に
対
す
る
愛
着

を
深
め
、｢

ふ
る
さ
と
意
識｣
に
根
ざ
し
た

ひ
ょ
う
ご
文
化
の
発
展
・
継
承
を
め
ざ
し
、

ま
た
県
内
各
地
の
歴
史
の
調
査
・
研
究
を

目
的
に
し
て
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
内

に
開
設
さ
れ
た

(

設
置
要
綱
は
175
頁
に
掲

載)

。
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研
究
室
メ
ン
バ
ー
は
、
博
物
館
長
が
室

長
を
、
次
長
が
副
室
長
を
兼
務
し
、
そ
の

ほ
か
館
内
外
の
学
芸
員
、
資
料
館
の
職
員
、

県
内
市
町
の
文
化
財
担
当
者
、
大
学
研
究

者
、
民
間
団
体
研
究
者
な
ど
に
、
参
与
・

研
究
員
な
ど
と
し
て
協
力
を
仰
い
で
成
り

立
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
研
究
室
の
基
本
方
針
等
を
討

議
す
る
コ
ア
会
議
メ
ン
バ
ー
に
は
変
動
は

な
く
、
昨
年
度
と
同
じ
く
一
三
名
で
構
成

さ
れ
た
。

大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
昨
年
度
末
、

発
展
的
に
解
消
さ
れ
た

『

播
磨
国
風
土
記』

研
究
班
に
代
わ
り
、
新
た
に

｢

大
阪
湾
岸

と
淡
路
の
地
域
史
研
究
班｣

を
立
ち
上
げ

た
こ
と
で
あ
る
。

メ
ン
バ
ー
は
八
名
か
ら
な
り
、
こ
の
う

ち
金
田
匡
史

(

洲
本
市
教
育
委
員
会)

と

定
松
佳
重

(

南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員
会)

の
両
氏
が
共
同
研
究
員
と
し
て
加
わ
り
、

そ
の
ほ
か
は
、『

播
磨
国
風
土
記』

研
究
班

以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

た
た
ら
製
鉄
研
究
班
で
は
、
笠
井
今
日

子
・
小
川
弦
太
の
両
氏
が
退
任
し
、
新
た

に
松
井
良
祐
氏

(

稲
美
町
教
育
委
員
会)

が
加
入
し
た

(
総
勢
九
名)

。

赤
松
氏
と
山
城
研
究
班
、
お
よ
び

｢｢

鳴

門
の
渦
潮｣

調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
に
は
変
動
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
一

二
名
、
一
〇
名
で
構
成
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
全
体
を
統
括
す
る
の
は
、
教

育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
の
甲
斐
昭
光

課
長
で
、
そ
の
も
と
に
本
年
度
は
二
名
の

文
化
財
課
職
員
が
、
各
班
の
補
佐
役
を
担

当
し
た

(

柏
原
正
民
副
課
長
兼
文
化
財
班

長
と
大
本
朋
弥
主
任)

。

ま
た
非
常
勤
職
員
の
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

(

坂
江
渉)

・
歴
史
研
究
推
進
員

(

大

村
拓
生)

・
県
政
推
進
員

(

長
澤
喜
史)

の

各
一
名
を
配
置
し
、
現
在
、
研
究
室
は
総

勢
四
〇
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る

(

174
頁
の

｢

研
究
室
構
成
メ
ン
バ
ー
一
覧｣

を
参
照)

。

�
�
�

�
�

開
設
初
年
度
、
研
究
の
基
本
方
針
を
討

議
す
る
コ
ア
会
議
、
全
体
会
会
議
の
開
催

を
経
て
、
研
究
室
の
当
面
の
研
究
テ
ー
マ

を
、

①

『

播
磨
国
風
土
記』

、

②
赤
松
氏
と
山
城
、

③
た
た
ら
製
鉄
、

の
三
つ
に
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
そ

れ
を
遂
行
す
る
た
め
、
三
つ
の
研
究
班
が

編
成
さ
れ
た
。

た
だ
し
こ
の
う
ち

『

播
磨
国
風
土
記』

研
究
班
は
、
前
述
の
よ
う
に
令
和
三
年
度
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末
に
解
消
し
、
本
年
度
か
ら
大
阪
湾
岸
と

淡
路
の
地
域
史
研
究
班
を
立
ち
上
げ
た
。

研
究
室
で
は
平
成
三
○

(

二
○
一
八)

年
度
か
ら
研
究
の
全
体
方
針
を
掲
げ
、
本

年
度
は
、｢
七
年
間
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、

基
礎
研
究
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
島
根

県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
と
淡
路
島
日
本
遺

産
委
員
会
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
ひ
ょ

う
ご
地
域
史
研
究
の
発
展
を
図
る｣

と
決

め
た
。
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本
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
に
も
と
づ
き
、
残

念
な
が
ら
令
和
二
年
度

(

二
○
二
○)

以

前
の
よ
う
な
活
動
を
順
調
に
す
す
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

第
一
に
、
各
班
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
活

動
を
抑
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
現
地
調

査
と
資
料
調
査
の
概
要
は
、
172
頁
の
一
覧

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
二
に
、
研
究
室
の
連
携
組
織
で
あ
る

淡
路
島
日
本
遺
産
委
員
会
と
島
根
県
古
代

文
化
セ
ン
タ
ー
と
の
対
面
に
よ
る
合
同
事

業
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
う
ち
淡
路
島
日
本
遺
産
委
員
会
と

の
共
催
行
事
、
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
��

淡
路
島
Ⅳ

(

淡
路
市
内
で
開
催
予
定)

は
、

三
年
連
続
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
唯
一

対
面
で
開
催
で
き
た
県
民
向
け
企
画
は
、

令
和
四
年
一
〇
月
一
六
日
の
ひ
ょ
う
ご
歴

史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

｢

前
期
赤
松
氏
の
実

像

―
城
郭
と
寺
院
か
ら
―｣

だ
け
で
あ
っ

た

(

県
立
西
播
磨
文
化
会
館
に
て
。
事
前

応
募
者
を
中
心
に
し
て
合
わ
せ
て
一
五
七

名
が
参
加)

。

第
三
に
、
コ
ア
会
議
と
三
つ
の
研
究
班

の
研
究
会
の
す
べ
て
は
、
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
お
こ
な
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

現
在
本
館
が
大
規
模
改
修
中
で
あ
る
た

め
、
対
面
会
場
と
し
て
県
立
考
古
博
物
館

の
体
験
学
習
室
を
借
用
し
て
開
催
し
た

(

令
和
五
年
二
月
以
降
の
各
研
究
会
は
博
物

館
内
で
開
催
予
定)

。
県
立
考
古
博
物
館
に

は
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
た
い
。

た
だ
し
調
査
期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え

た

｢

鳴
門
の
渦
潮｣

調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
研
究
会
は
、
淡
路
県
民
局
の
会
議

室
に
て
対
面
形
式
で
お
こ
な
っ
た
。
各
調

査
委
員
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
地
調
査
と
資
料
調
査
に
尽

力
し
て
い
た
だ
い
た

(

173
頁
参
照)

。

第
四
に
、
合
わ
せ
て
二
回
開
か
れ
た
コ

ア
会
議

(

令
和
四
年
五
月
八
日
、
一
二
月

一
七
日)

で
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
も
踏

ま
え
、
研
究
室
の
今
後
を
ど
う
す
る
か
に

つ
い
て
討
議
し
た
。

と
く
に
一
二
月
一
七
日
の
コ
ア
会
議
で

は
、｢

あ
っ
と
い
う
間
の
八
年
間
だ
っ
た
。

色
々
な
研
究
成
果
が
あ
が
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
が
実
績
ア
ピ
ー
ル
に
悪
い
影
響
を
与

え
た
。
こ
れ
は
誠
に
残
念
だ
っ
た｣

｢

研
究

室
の
八
年
間
の
事
業
は
、
県
と
市
町
と
の

交
流
促
進
と
い
う
意
味
で
た
い
へ
ん
意
義

が
あ
っ
た
。
今
の
雰
囲
気
で
は
、
二
年
先

に
廃
止
と
い
う
空
気
に
な
っ
て
い
る
が
、

何
と
か
存
続
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で

止
め
て
し
ま
う
の
は
、
余
り
に
も
勿
体
な

い
気
が
す
る｣

｢

研
究
室
の
成
果
と
実
績
に
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つ
い
て
も
っ
と
胸
を
張
る
べ
き
だ
。
た
と

え
ば
昨
年
度
刊
行
さ
れ
た

『『

播
磨
国
風
土

記』
の
古
代
史』

は
、
現
在
再
版
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
手
の
本
で
再
版
さ
れ
る
こ
と

は
滅
多
に
な
い
こ
と
だ
。
悲
観
的
な
見
方

を
す
べ
き
で
は
な
い｣

な
ど
の
意
見
や
感

想
が
出
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
で
の
討
議
内
容
を
踏
ま
え
、

今
後
さ
ら
な
る
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。

以
下
、
三
つ
の
研
究
班
と

｢

鳴
門
の
渦

潮｣

調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
活

動
と
成
果
を
概
略
的
に
紹
介
す
る
。

な
お
各
班
の
研
究
会
と
調
査
活
動
、
お

よ
び｢

鳴
門
の
渦
潮｣

調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
調
査
・
研
究
活
動
内
容
に
つ
い
て

は
、
172
〜
173
頁
の
一
覧
表
を
参
照
の
こ
と

(

本
誌
第
七
号
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
昨
年

度
の
分
も
含
む)

。

�
体
制
と
研
究
方
針

昨
年
度
末
に
解
散
し
た

『

播
磨
国
風
土

記』

研
究
班
の
六
名
と
新
加
入
の
二
名
、

合
わ
せ
て
八
名
の
メ
ン
バ
ー
で
研
究
班
を

立
ち
上
げ
た
。

第
一
回
研
究
会
で
、｢

こ
れ
ま
で
の
淡
路

島
日
本
遺
産
委
員
会
と
の
連
携
成
果
を
踏

ま
え
、
前
近
代
の
大
阪
湾
岸
、
淡
路
島
の

地
域
史
研
究
に
取
り
組
む
。
そ
の
成
果
を

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
反
映
さ
せ
る
。
ま
た
前
年
度
刊
行
の

『『
播
磨
国
風
土
記』

の
古
代
史』

の
研
究

成
果
の
普
及
を
め
ざ
す｣

と
い
う
研
究
方

針
を
決
め
た
。

具
体
的
に
は
、
①
島
根
県
古
代
文
化
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
古
代
の
海あ

人ま

の
南

北
間
交
流
の
実
態
解
明
や
生
業
の
比
較
検

討
、
②
近
世
の

｢

淡
路
分
間
絵
図｣

の
学

術
調
査
、
③
館
蔵
資
料
の

『
淡
路
名
所
図ず

会え』

の
刊
行
を
め
ざ
す
、
と
い
う
三
つ
の

内
容
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
。
本
年
度

の
研
究
成
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
研
究
成
果
の
公
表

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

『

播
磨
国
風
土
記』

の
研
究
成
果
の
普

及
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
若
い
世
代

を
対
象
と
す
る
こ
と
を
決
め
、
本
年
度
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
二
つ
の
博
学
連
携
企
画
を

実
施
し
た
。

�
�
�
�
�
 
!
"
#
�
�
�

毎
日
新
聞
社
大
阪
事
業
本
部
企
画
部
の

安
部
拓
輝
記
者
か
ら
の
紹
介
と
、
同
氏
と

の
や
り
と
り
を
経
て
、
姫
路
女
学
院
高
校

主
催
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
企
画
に
講
師

(

鈴
木
敬
二
館
長
補
佐
と
坂
江
渉)

を
派
遣

し
、
ひ
ょ
う
ご
の
地
域
史
や

『

播
磨
国
風

土
記』

の
最
新
研
究
成
果
を
紹
介
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
二
四
名
で
、
感
想
と

し
て
、｢

播
磨
国
風
土
記
の
な
か
に
み
ら
れ

る

｢

言
葉
遊
び｣

の
話
が
興
味
深
か
っ
た｣

｢

歴
史
を
深
堀
り
す
る
な
ら
歴
博
へ｣

な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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考
古
学
系
の
博
物
館
で
は
、｢

土
器
作
り｣

｢

勾
玉
作
り｣

教
室
な
ど
、
し
ば
し
ば
体
験

学
習
型
企
画
が
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と

似
通
っ
た
も
の
を
当
館
で
も
で
き
な
い
か

と
い
う
意
図
の
も
と
、『

播
磨
国
風
土
記』

の
餝し

か

磨ま

郡
条
の
神
話
・
伝
承
を
同
校
書
道

部
生
徒
に
筆
写
し
て
も
ら
い
、
そ
の
内
容

を

｢

競
書｣

(

コ
ン
ク
ー
ル
形
式)

す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
本
年
度
七
月
頃
に
立
案
し

た
。神

戸
大
学
名
誉
教
授
の
魚
住
和
晃
氏
を

｢

書｣

の
監
修
者
と
し
て
協
力
を
仰
ぎ
、
令

和
四
年
一
二
月
二
三
日
、｢

播
磨
国
風
土
記

を
書
に
す
る｣

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
魚
住

氏
と
坂
江
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
授
業
を

お
こ
な
っ
た

(

生
徒
一
一
名
、
担
当
教
師

四
名
が
参
加
。
当
館
か
ら
は
魚
住
・
坂
江

の
ほ
か
、
前
田
和
彦
指
導
主
事
が
参
加
し

た
。
二
月
八
日
に
も
補
習
授
業)

。

授
業
の
な
か
で
魚
住
氏
は
、｢

臨
書｣

と

｢

創
作
書｣

に
よ
る
サ
ン
プ
ル
を
提
示
し
、

書
の
内
容
や
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
う

え
で
筆
写
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
力
説
し

た
。回

収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
よ
る
と
、

｢

漢
字
の
な
か
に
異
体
字
と
い
う
も
の
が
あ

る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た｣

｢
自
分
が
住
ん

で
い
る
土
地
の
地
名
の
由
来
話
を
書
道
で

書
く
の
が
楽
し
み
だ｣

｢

臨
書
す
る
際
、
た

だ
文
字
を
写
す
だ
け
で
な
く
、
意
味
を
汲

み
と
る
こ
と
の
重
要
性
が
分
か
っ
た｣

｢

今

回
僕
た
ち
が
書
く
時
に
注
目
さ
れ
る
部
分

が

｢

言
語｣

だ
と
言
わ
れ
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
今
ま
で
は
単
に
臨
書
す
る
こ
と

が
メ
イ
ン
だ
っ
た
の
で
、
新
た
な
視
点
で

ワ
ク
ワ
ク
す
る｣

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。
こ
ち
ら
が
意
図
す
る
点
が
、
生
徒

に
も
か
な
り
伝
わ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
。

�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
	
�



�
�
�
�
�


�
�

元
副
室
長
の
豊
田
幸
雄
氏
の
紹
介
で
、

令
和
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
公
益
財
団
法

人
・
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
の

｢

兵
庫
県

生
活
文
化
大
学｣

の
歴
史
講
座
の
開
催
に
、

本
年
度
も
研
究
室
が
共
催
団
体
と
し
て
協

力
し
た
。

テ
ー
マ
を

｢『

風
土
記』

か
ら
み
る
古
代

の
歴
史｣

と
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
合
わ

せ
て
九
回
の
講
演
会
を
実
施
し

(

171
頁
の

チ
ラ
シ
参
照)

、
延
べ
人
数
で
三
三
五
名
の

市
民
が
参
加
し
て
い
る
。
本
講
座
も

『『

播

磨
国
風
土
記』

の
古
代
史』

の
研
究
成
果
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の
普
及
事
業
の
一
環
を
な
す
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

神
戸
新
聞
の
姫
路
本
社
、
上
杉
順
子
記

者
に
依
頼
し
て
、
海
外
に
お
け
る

『

播
磨

国
風
土
記』

研
究
の
第
一
人
者
、
日
本
文

学
研
究
者
の
エ
ド
ウ
ィ
ー
ナ
・
パ
ー
マ
ー

氏
の
研
究
成
果
を
、『

神
戸
新
聞』

に
掲
載

す
る
こ
と
を
申
し
出
た
。

パ
ー
マ
ー
氏
は
、｢

隠
れ
た
掛
け
言
葉｣

｢

逆
さ
読
み｣

な
ど
、『

風
土
記』

か
ら
読

み
解
け
る
口
承
文
芸
に
つ
い
て
四
回
に
分

け
て
寄
稿
し

(

令
和
四
年
八
月
下
旬

『

神

戸
新
聞』

姫
路
版)

、
当
班
が
そ
の
翻
訳
作

業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
後
日
そ
の
記

事
の
内
容
が
、
同
紙
の

｢

正
平
調｣

に
紹

介
さ
れ
る
な
ど
、
き
わ
め
て
好
評
だ
っ
た
。

�
�
�
 
�
�
!
�
"
#
$
%
�
&
�
�
'

(

旧
知
の
新
聞
記
者
の
依
頼
を
受
け
、
坂

江
が
令
和
一
〇
月
一
六
日
付
け
の
同
紙

｢

見
る
思
う｣

欄
に
、｢

｢

播
磨
国
風
土
記｣

の
魅
力
と
古
代
神
話｣

と
題
す
る
一
文
を

寄
稿
し
た
。

)
%
*
+
�
,
�
-
.
�
/
0
1
2

う
れ
し
の
友
の
会
の
依
頼
を
受
け
、
令

和
四
年
五
月
三
一
日
、
坂
江
が
同
会
の
歴

史
講
座

(

特
別
講
演)

に
お
い
て
、｢『

播

磨
国
風
土
記』

の
魅
力

―
神
話
と
伝
承

か
ら
探
る
―｣

と
題
す
る
講
演
を
お
こ
な
っ

た(

兵
庫
県
立
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

に
て)

。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
体
制
と
研
究
方
針

体
制
は
昨
年
度
と
同
じ
く
総
勢
一
二
名

で
構
成
し
、
調
査
研
究
に
着
手
し
た
。

本
年
度
は
と
く
に
調
査
研
究
の
区
切
り

に
す
る
年
と
位
置
づ
け
、
研
究
方
針
を

｢

こ
れ
ま
で
の

｢

赤
松
館｣
と
城
山
城
の
調

査
・
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
前
期
赤
松

氏
の
拠
点
形
成
に
つ
い
て
総
括
し
、
そ
の

情
報
発
信
を
め
ざ
す｣

と
決
め
た
。
研
究

会
は
現
在
の
と
こ
ろ
合
わ
せ
て
二
回
開
き
、

令
和
五
年
二
月
中
に
三
回
目
の
総
括
的
研

究
会
を
開
く
予
定
で
あ
る
。
研
究
成
果
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
研
究
成
果
の
公
表

3
4
5
%
6
7
8
9
:
;
<
�
=
>
�
?

@
�
A
B
C
D
E
�
F
G
H
I
J
K
L

M
N
O
H
�

□
令
和
四
年
一
〇
月
一
六
日

(

日
曜
日)

□
県
立
西
播
磨
文
化
会
館

・
県
立
歴
史
歴
史
博
物
館
、
同
ひ
ょ
う
ご

歴
史
研
究
室
主
催
。
兵
庫
県
、
兵
庫
県

教
育
委
員
会
が
後
援
。

・
参
加
者
は
一
五
七
名

□
基
調
講
演

・
大
村
拓
生

(

歴
史
研
究
推
進
員)

｢

前
期
赤
松
氏
の
展
開
と
禅
宗
寺
院｣

・
山
上
雅
弘

(

共
同
研
究
員)

｢

前
期
赤
松
氏
の
城
郭
と
拠
点
形
成｣

□
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演
の
後
、
島
田
拓
共
同
研
究
員

(

上
郡
町
教
育
委
員
会)

、
義
則
敏
彦
共
同

研
究
員

(

た
つ
の
市
教
育
委
員
会)

、
新
谷

― 166 ―



和
之
近
畿
大
学
准
教
授
も
登
壇
し
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
っ
た
。

上
郡
町
の
赤
松
居
館
跡
か
ら
出
土
し
た

土は

師じ

器き

の
用
途
、
古
代
と
中
世
の
山
城
の

｢

石
垣｣

築
造
の
違
い
、
西
播
磨
の
禅
宗
寺

院
と
京
都
五
山
と
の
関
係
、
禅
宗
寺
院
の

統
合
機
能
と
分
裂
機
能
の
問
題
、
播
磨
守

護
の
赤
松
氏
と
近
江
守
護
の
六
角
氏
の
地

域
支
配
と
の
比
較
検
討
、
文
献
史
学
と
考

古
学
の
共
同
研
究
の
果
た
し
た
役
割
の
意

義
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た

(

司
会
は
中
井

淳
史
共
同
研
究
員
と
古
野
貢
客
員
研
究
員)

。

七
年
間
の
研
究
を
締
め
く
く
る
に
相
応
し

い
、
有
意
義
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
兵
庫

県
西
播
磨
県
民
局
の
全
面
協
力
を
得
た
。

�
�

�
�

�
�

�
	




本
誌
第
八
号
は
、
当
班
の
調
査
研
究
の

区
切
り
、
研
究
成
果
の
集
大
成
の
場
と
し

て
位
置
づ
け
、｢

赤
松
氏
と
山
城
研
究｣

と

い
う
特
集
を
組
ん
だ
。
班
の
メ
ン
バ
ー
全

員
が
何
ら
か
の
形
で
執
筆
に
関
わ
り
、
合

わ
せ
て
一
三
編
の
論
考
を
掲
載
で
き
た
。

ま
た
藤
木
透
共
同
研
究
員
が
属
す
る
佐

用
町
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
浅
野
博
之
教

育
長
に

｢

史
跡
利
神
城
跡｣
の
保
全
・
活

用
に
関
す
る
ご
論
考
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
。

�
体
制
と
研
究
方
針

本
年
度
の
当
班
は
、
メ
ン
バ
ー
の
異
動

が
あ
っ
た
。
笠
井
今
日
子
・
小
川
弦
太
の

両
氏
が
退
任
し
、
新
た
に
松
井
良
祐
氏
が

加
わ
り
、
合
わ
せ
て
九
名
で
構
成
さ
れ
た
。

ま
た
昨
年
度
ま
で
の
研
究
方
針
を
改
め
、

｢

宍
粟
市
と
共
同
し
て
、
考
古
部
門
と
文
献

調
査
部
門
の
基
礎
的
研
究
を
す
す
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
成
果
に
も
と
づ
き
、
令
和

五
年
度
以
降
に
県
民
向
け
の

『

た
た
ら
製

鉄
解
説
書』

(

仮)

の
刊
行
を
め
ざ
す｣

と

し
た
。

こ
の
う
ち
小
冊
子
の
刊
行
は
、
令
和
六

年
度
に
館
内
で
開
催
さ
れ
る
特
別
展
示
会

と
連
動
す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
た
。

当
班
の
研
究
会
は
現
時
点
で
合
わ
せ
て

二
回
開
催
し
、
令
和
五
年
三
月
に
三
回
目

の
研
究
会
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。
研

究
成
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
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�
研
究
成
果
の
公
表

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�


�
�
�
�
�


�
�

兵
庫
県
西
播
磨
県
民
局
県
民
交
流
室
地

域
づ
く
り
課
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
当
班

の
メ
ン
バ
ー
が
、
古
代
か
ら
現
在
に
至
る

｢

千
種
鉄｣

や
製
鉄
に
関
す
る
歴
史
を
概
観

で
き
る
、
小
冊
子
の
改
訂
版
作
り
に
協
力

し
た
。

令
和
四
年
三
月
、
同
県
民
局
か
ら
Ａ
４

版
一
五
頁
立
て
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
一
万

部
刊
行
さ
れ
た

(

写
真
参
照)

。

�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
#
�
$
%
&
'

(
)
*
+


,
-

昨
年
度
か
ら
、
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
を
調

査
発
見
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て

｢

航
空

レ
ー
ザ
ー
測
量｣

の
成
果
を
活
か
す
こ
と

を
決
め
た
。
そ
の
成
果
に
も
と
づ
き
、
令

和
四
年
一
二
月
七
日
、
赤
松
氏
と
山
城
研

究
班
の
永
惠
裕
和
共
同
研
究
員
の
協
力
の

も
と
、
宍
粟
市
の
奥
天
児
屋
遺
跡
の
周
辺

の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
た
な
製
鉄
遺
構
を
発
見

す
る
な
ど
の
成
果
を
挙
げ
た
。
こ
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
前
述
の
小
冊
子
に
反
映
さ

せ
る
予
定
で
あ
る
。

.
/
0
1
2
3
4


5
6
7
8
9
"
:
;

<
�
(
)
*
+


,
=

当
班
で
は
一
昨
年
度
か
ら
島
根
県
古
代

文
化
セ
ン
タ
ー
や
岡
山
県
教
育
委
員
会
と

と
も
に
大
阪
府
交
野
市
教
育
委
員
会
と
の

連
携
を
深
め
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
第
二
回
研
究
会

(

一
一
月
二
○
日)

で
、
交
野
市
教
育
委
員

会
の
真
鍋
成
史
氏
が
、『

播
磨
国
風
土
記』

揖
保
郡
枚
方
里
条
に
み
え
る

｢

枚
方
の
漢あ

や

人ひ
と｣

に
関
す
る
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
古
代
播
磨
の
鍛
冶
遺
跡
に

お
い
て
、
渡
来
系
の
鍛
冶
技
術
の
影
響
が

及
び
、
さ
ら
に
そ
の
前
提
に
は
、
河
内
の

肩か
た

野の

物
部
氏
が
介
在
し
た
可
能
性
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
の

『

研
究
室
紀
要』

に
反
映
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

�
��
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
 
!
"
�
#
$

昨
年
度
以
来
の
個
別
の
調
査
研
究
、
お

よ
び
本
年
度
の
二
回
の
研
究
会
を
踏
ま
え
、

令
和
五
年
二
月
末
日
、
三
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
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ク
ト
成
果
を
集
大
成
す
る『｢

鳴
門
の
渦
潮｣

と
淡
路
島
の
文
化
遺
産』

を
刊
行
す
る
予

定
で
あ
る

(

Ａ
４
版
横
書
き
。
全
一
七
二

頁
。
カ
ラ
ー
図
版
を
含
む)

。

本
報
告
書
は
、
兵
庫
・
徳
島

｢

鳴
門
の

渦
潮｣

世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
、｢

鳴

門
の
渦
潮｣

世
界
遺
産
登
録
学
術
調
査
委

員
会
、
淡
路
島
日
本
遺
産
委
員
会
、
淡
路

県
民
局
な
ど
の
ほ
か
、
県
内
各
地
の
自
治

体
の
文
化
財
課
、
図
書
館
、
連
携
す
る
研

究
組
織
や
研
究
者
な
ど
に
配
布
し
、
ま
た

研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
す

る
予
定
で
あ
る
。
本
報
告
書
の
目
次
は
170

頁
を
参
照
の
こ
と
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

研
究
室
で
は
平
成
二
七
年
の
秋
、
情
報

発
信
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
独
立
し
て
開
設
し
た
。
し
か
し
昨
年

度
か
ら
博
物
館
全
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

統
合
し
て
運
用
し
始
め
た
。
催
し
物
の
案

内
の
ほ
か
、
三
つ
の
研
究
班
の
調
査
活
動

や
研
究
成
果
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

ま
た
本
年
度
内
に
、『

播
磨
国
風
土
記』

と
赤
松
氏
と
山
城
研
究
班
の
研
究
成
果
を

載
せ
る
新
た
な
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す
る
予

定
で
あ
る
。

�
�


�
�
�
�
�

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
は
開
設
以
来
、

ま
も
な
く
九
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。『

播
磨
国
風
土
記』

研
究
班
は
、
書
籍

の
刊
行
を
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
度

末
で
発
展
的
解
消
と
な
り
、
ま
た
赤
松
氏

の
山
城
研
究
班
も
本
年
度
末
で
一
区
切
り

す
る
予
定
と
な
っ
た
。
残
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー

の
間
で
は
、
県
民
の
期
待
や
意
向
に
如
何

に
答
え
る
か
、
ま
た
博
学
連
携
を
ど
う
進

め
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
重
ね

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

(
以
上
、
文
責
は
坂
江
渉)
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日付 場所 内容 人数 備考

① １／29� 現地調査 上村池遺跡(加古川市)､ 愛宕山古墳(三木市) １ 現地説明会と現地調査


����������
��
日付 場所 報告等 人数 備考

① ５／27� 資料調査 大阪府立狭山池博物館､ 大阪狭山市立郷土資
料館 １ 展示資料の熟覧調査

② ７／１� 現地調査 太子町立歴史資料館､ 吉福西遺跡 １ 資料調査と現地調査

③ ７／９� 資料調査 葛城市歴史博物館 １ 資料の実見

④ ９／２� 資料調査 小野市立好古館､ 福谷村資料館他 １ 資料調査と現地調査

⑤ 10／８� 資料調査 堺市博物館､ 大阪市立自然史博物館 １ 展示資料の熟覧調査

⑥ 11／13� 現地調査 津門大塚町遺跡 (西宮市) ２ 遺物実見

⑦ 12／９� 資料調査 大阪府立近つ飛鳥博物館 １ 展示資料の熟覧調査

������
��
日付 場所 報告等 人数 備考

２／17� 現地調査 性海寺､ 住吉神社､ 春日神社他 (神戸市西区) １ 史跡調査

① ４／28� 現地調査 了源寺 (太子町)､ 武大神社 (姫路市)､ 梶山
城 (たつの市) 他 ２ 史跡調査

② ６／23� 現地調査 山崎八幡宮､ 篠ノ丸城跡､ 山崎歴史郷土館他 １ 遺跡の巡見と資料調査

③ 10／６� 現地調査 興善寺､ 安楽寺他 (姫路市)､ 梅岳寺､ 宮内
天満神社 (たつの市) １ 遺跡の巡見と立地の確認

④ 11／18� 現地調査 上郡町郷土資料館 ４ 出土遺物の熟覧調査

⑤ 12／８� 現地調査 安国寺､ 掎鹿寺､ 黒谷若宮八幡宮他 (加東市) １ 遺跡の巡見

⑥ １／12� 資料調査 関西大学総合図書館 (大阪府吹田市) １ 文献の確認調査

���� 
��
日付 場所 報告等 人数 備考

３／16� 資料調査 高砂市教育委員会文化財係資料調査室 ７ 資料調査と撮影

① ６／１� 現地調査 波賀森林鉄道廃線跡 ６ 現地調査と撮影

② 12／７� 現地調査 天児屋鉄山跡 ５ 遺構等の踏査と撮影
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����
日付 場所 内容 人数 備考

① ５／８� ハイブリッド形式 令和３年度の活動実績と令和４年度の方針・体制案について 15

② 12／17� ハイブリッド形式 令和４年度の事業と令和５年度以降の事業の方向性等について 14

���	
��
������
日付 場所 報告等 人数 備考

① ５／22� ハイブリッド形式 ・各委員報告
｢今後の研究の方向性や構想案について｣

20

② 11／20� ハイブリッド形式 ・平石 充 (島根県古代文化センター主席研究員)
｢古代出雲の鳥取部について｣

20

���
�����
日付 場所 報告等 人数 備考

① ５／８� ハイブリッド形式 ・大村論文合評会
古野 貢 ｢大村論文合評 幕府―守護体制｣
田村正孝 ｢大村拓生氏の赤松関係論文の検討―寺

社編―｣
山上雅弘 ｢大村論文について 赤松山城班の成果

と課題｣

18

② ９／24� ハイブリッド形式 ・ひょうご歴史文化フォーラム (10／16) について
の打合せ

19

��������
日付 場所 報告等 人数 備考

① ６／18� ハイブリッド形式 ・田路正幸 ｢宍粟市千種町西河内地区の製鉄遺跡の
分布状況について｣

・土佐雅彦 ｢入江家文書にみる鉄山関係史料につい
ての中間報告｣

19

② 11／20� ハイブリッド形式 ・真鍋成史 ｢『播磨国風土記』 揖保郡枚方里漢人考
―鉄器生産との関係から―｣

22

���
 !"#$��%&'()*
日付 場所 報告等 人数 備考

① ７／23� 淡路県民局 自然部会との研究交流会 17

② ９／17�
～18�

淡路県民局 第４回合同研究会 14
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第１条 兵庫県内の地域の歴史の調査・研究を通じ､ 県民の郷土の歴
史に関する理解をさらに深め､ 教育､ 学術及び ｢ふるさと意識｣ に
根ざしたひょうごの文化の継承・発展に資するため ｢ひょうご歴史
研究室｣ (以下 ｢研究室｣ という｡) を置く｡

�� ��

第２条 研究室の設置場所は兵庫県立歴史博物館内とする｡

������

第３条 研究室は次に掲げる兵庫県の歴史研究に関する業務を行う｡
�兵庫県内の歴史に関する調査・研究に関すること｡
�調査・研究成果の普及に関すること｡
�調査・研究成果の活用に関すること｡
�その他兵庫県の歴史研究に関すること｡

�� ��

第４条 兵庫県立歴史博物館長の下に研究室の室長､ 副室長及びその
他所要の職員を置く｡
２ 室長は兵庫県立歴史博物館長を､ 副室長は兵庫県立歴史博物館の
次長をもって充てる｡

�� ��

第５条 研究室の運営に係る庶務は兵庫県立歴史博物館において処理
する｡

�� ��

第６条 この要綱に定めるもののほか､ 研究室の運営に関して必要な
事項は別に定める｡

附 則
この要綱は､ 平成27年４月１日から施行する｡
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ょ
う
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紀
要
第
八
号
と
し
て
特
集｢

赤
松
氏
と
山
城
研
究｣

を
お
届
け
し
ま
す
。

｢

刊
行
に
あ
た
っ
て｣

で
も
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
も
っ

て
歴
史
研
究
室
赤
松
氏
と
山
城
研
究
班
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
そ
れ
に
伴
い
、
大
村
も
研
究
室
職
員
か
ら
は
離
れ
る
こ
と
に
な
り
、

第
三
号
か
ら
続
け
て
き
た
編
集
後
記
の
執
筆
も
最
後
に
な
り
ま
す
。
ど
れ

だ
け
貢
献
で
き
た
か
忸
怩
た
る
想
い
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
篤

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
研
究
室
は
次
年
度
も
新
た
な
体
制
の
も
と
で
活
動
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
お
引
き
立
て
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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